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研究成果
沖縄海洋博記念公園美ら海水族館のイルカの呼気から
分離される酵母様真菌叢について調査した.日和見真菌
症原因菌として nonalbicansCandida sp. (以後 NACと略偏 
す)は薬剤耐性菌が多いことからヒトおよび小動物臨床
領域T問題となっている.一方，水族館を合む動物園の
ふれあい動物コーナーにおけるこれら蘭種の実態はほ
とんど調査されていない.我々は美ら海水族館で飼育さ
れているイルカ初頭の呼気と餌育プール水の病原性酵
母叢を 2006年8月および 2007年2月に調査した.さら
に飼育関係者 24名の口腔内および観客席空中浮遊菌の
病原性酵母叢の調査を 2007年 2月に行った.保菌イル
カは 14頭 (70%)，分離株は C.albicans，C. tropicalis，C. 
glabrataで， 1頭を除き 2回の調査とも保有蘭穂は同ー
で，大多数の株はアゾール薬に耐性傾向を示した.また， 
4個体は l呼気あたり数十から数百の病原性酵母を噴出
していた.飼育プール水の検査では 8簡所中 5ヵ所から 
C. albicans，C.tropicalis，Candida sp.など，飼背関係者の
口腔からは 24名中 5名からc.a必icans，C.dubliniensis，C. 
parapsilosis，CψP拘cocωalbid仰が分離され，一部にアゾー
ル薬に耐性傾向を示す株も合まれていた.観客席空中か
らは Rhodotorulasp.，Candida sp.など数株の酵母が分離
された.しかし，病原性酵母を噴出しているイルカの呼
気が観客に直接かかるような状況はなく，実際に観客席
空中からイルカとの共通菌種が分離されなかったため，
イルカショーで発生するエアロゾルによる観客への影
響は少ないと思われる.一方，イルカ，飼育環境，飼育
関係者との聞ではC.a.必icansが共通して分離されていた
ので，現在，遺伝子パターンの解析を進めている.また，
イルカの真菌保有の有無は免疫状態の指標となりうると
考え，今後は体温，凪液検査結果などとあわせてこの観
点からも検討したいと考えている.
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